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第103回　NSK会　理事　後藤　良一
OCI株式会社　東京支店長　「バトン（思い）を繋ぐ」

業界をめぐる動き
・5月役員会の開催について
・総会の開催について
・支部だより　～北越支部だより～
・令和5年度資材の共同購入事業及びリース事業の実施状況について
・FOODEX JAPAN 2024 アンケート結果について
・関係省庁からの情報提供などについて（会員組合員宛配信情報）
・食肉科研（KAKEN）コラム ＃105

◉

海外情報
EU　23年の豚肉生産量は過去 10年で最低、枝肉価格は高値で推移
◉

ひろば　学術編
第98回　食肉タンパク質の潜在的な働きに迫る（1）
北里大学獣医学部動物資源科学科　食品機能安全学研究室　教授　有原圭三
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米国農畜産業の展望
～2024年農業需給観測会議から～

◉特　集　2
海外食肉加工品製造・消費・販売・品質等実態調査
（イギリス・フランス）の報告
（令和5年度国産食肉加工品国際競争力向上・製造基盤強化対策事業）
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1. はじめに
米国農務省（USDA）は 2月 15、16 日の 2日間にわたり、

今後の米国農業の動向を公表する「2024 年農業需給観測
会議」（以下「アウトルック」という）を開催した。本フォー
ラムは今後の米国農業の動向を見通すものとして毎年開催
されており、今回は通算 100 回目の開催となった。会議は
対面・オンラインで行われ、同国の農業関係者や政府関係
者を中心に対面で 1800 人、オンラインで 4000 人を超える
参加者が集まり、30 に及ぶセッションを通じて 100 人以
上の登壇者から講演が行われた。
本年のアウトルックでは、100 周年であることを記念し

た展示などが見受けられたほか、輸出拡大や気候変動対
策など、注目度の高いテーマについて幅広く講演が行われ
た。本稿では、USDA のマイヤー首席エコノミスト、ヴィ
ルサック農務長官、タイ通商代表による基調講演の概要を
踏まえつつ、米国畜産物の需給見通しを中心に報告する。
なお、単位の換算には、1 ポンド＝0.4536 キログラム、
1 エーカー＝0.4047 ヘクタールを使用した。本稿中の為替
レートは、1 米ドル＝152.41 円（三菱 UFJ リサーチ＆コン
サルティング株式会社「月末・月中平均為替相場」の
2024 年 3 月末TTS相場）を使用した。
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